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マリンレジャー活動に伴う海難発生状況



マリンレジャー活動に伴う海難発生状況 (速報値)

１．6月２5日～８月2７日

船舶事故 ９隻
前年比＋３隻

クルーザーボート ２隻
水上オートバイ ４隻
モーターボート １隻
カヌー １隻
ミニボート １隻

死者・行方不明者 ０人
負傷 ０人

人身事故 ２５人
県民 8人

観光客１０人
外国人７人

前年比＋２人

スノーケリング中 １０人（６人）
遊泳中 ５人
ダイビング中 ３人（２人）
釣り中 １人（1人）
サーフィン中 ２人
磯遊び中 ２人
トーイング遊具中 ２人

死者・行方不明者数を内数表示

死者・行方不明者 ９人
負傷 ２人

事故者数 単位：人

２．１月１日～８月２７日までの人身事故発生状況
累計 単位：人



沖縄本島

久米島 慶良間諸島

宮古島
多良間島

与那国島

石垣島

宮古列島

西表島

八重山列島

伊良部島下地島

マリンレジャー活動に伴う人身事故発生場所 1/1～８/27(速報値)

人身事故発生場所

死者・行方不明者を伴う人身事故発生場所

事例①

事例②



事例① 離岸流の影響と考えられる事故

日 時：令和６年４月２７日
午前１１時２０分頃

場 所：糸満市大度浜海岸
事 故 者：４０代男性（県内在住）
活動内容：スノーケリング中

ライフジャケット未着用

波が徐々に高くなってきたこと
から、海岸に戻ろうとしたが、
沖への流れにより、戻ることが
困難となった。

その後、事故者が溺水状態とな
り、友人２名で近くのリーフへ
搬送し、当庁ヘリコプターによ
り吊り上げ救助された。

事故者は友人２名と大度浜海岸
を訪れ、スノーケル・フィン・
マスクを装着し、沖合２００ｍ
付近で遊泳を楽しんでいた。



事例② スノーケリング中の死亡事故

日 時：令和６年７月６日
午後１時零分頃

場 所：宮古島市新城海岸
事 故 者：７０代男性（観光客）
活動内容：スノーケリング中

ライフジャケット未着用

海の家のスタッフからライフ
ジャケットの貸出を提案された
が、「必要ない」旨の返答。

事故者がうつ伏せ状態で打ちあがっ
ているのを一般の遊泳者に発見さ
れ、その後、死亡が確認された。
発見時、事故者はスノーケル・マス
クを装着していた。



着用, 110人, 29%

未着用, 263人, 71%

生存, 102人, 93%

死亡,8人, 7%

生存, 169人, 64%

死亡・行方不明,

94人, 36%

３７３人

263人

110人

マリンレジャー活動に伴う人身事故R1～R5（ダイビングを除く）

ライフジャケット着用 割合（R1～R5）

ライフジャケット着用 生存割合（R1～R5）

ライフジャケット未着用 生存割合（R1～R5）



50歳代, 1人, 12%

60歳以上, 7人, 88%

20歳未満, 4人, 4%

20歳代, 11人, 12%

30歳代, 9人, 10%

40歳代, 8人, 8%

50歳代, 24人, 26%

60歳以上, 38人, 40%

【死因】
溺死 ５人
病気 ３人

8人

94人

ライフジャケット着用 生存割合（R1～R5）

ライフジャケット未着用 生存割合（R1～R5） ライフジャケット未着用 死亡・行方不明
年齢別（R1～R5）

ライフジャケット着用 死亡 年齢別（R1～R5）

マリンレジャー活動に伴う人身事故R1～R5（ダイビングを除く）

50歳以上の中高年の

死亡割合６６％

死者すべてが

５０歳以上の
中高年

【死因】
溺死 ８５人
病気 ６人
その他 ３人

生存, 102人, 93%

死亡,8人, 7%

110人

生存, 169人, 64%

死亡・行方不明,

94人, 36%

263人


